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全体要旨 

英語音の習得やリスニングスキルの向上には楽曲の利用という選択肢があるが、今回は

異なったアプローチによる具体的なタスク例を紹介したい。まず、どんな洋楽をどのよう

に授業に取り入れるかという考察とその実践例を紹介（藤本）、さらにカタカナの援用に

よる流暢歌唱への誘導の工夫やカラオケ利用の効果（湯舟）について報告する。両者の実

践報告の後、ゲストコメンテーター（松坂）による英語音声学、英語教育学的見地からの

コメントを交えて、英語発音指導における歌利用の意義について議論を深めるとともによ

り良い実践方法を模索したい。 

 
洋楽を取り入れた授業例（藤本淳史） 

 

洋楽を授業で使う利点はたった3分間で何かの場面やストーリーに関連した語学を学ぶ

ことができることである。つまり、耳で聴いて、映像を内在化させ、短い歌詞と短い内容

で、学ばせたい内容を定着させることができるということである。意図的に語彙力や慣用

句を学ばせるには洋楽は格好の教材といえる。 

洋楽を教材として英語の授業に取り入れる試みはいままで多く行われており、利点とし

て、「英語学習者に最も馴染み深い英語媒体であること、授業の雰囲気づくりができるこ

と、洋楽の音声に慣れることで日常会話の音声変化や聞き取りが容易に感じられること、

語彙と発音の発達を促せること、歌詞に使われる表現やフレーズを繰り返し聞くことで表

現の内在化が進み定着しやすいこと、英語が不得意な学生であっても英語学習に対する動

機づけを高められること、インパクトとイフェクトの両方を提供してくれること」（小林

2003）が挙げられる。さらに、近年の実証研究では、洋楽をディクテーション，プレゼン

テーションと組み合わせることで「洋楽への関心」、「英語への気づき」が生まれ，協同

学習への効果が生みだされ（階戸 2003）、「リスニング力の強化や発音・語彙・表現の

修得を促進している可能性が高いこと」（森 2016）、「付随的語彙学習」（Higuchi 

2018）などの学習効果があることが分かった。このほか，洋楽を授業中に使用することで

「学生の英語学習への緊張を取り去る」ことにも有効的であることも明らかになっている

（牧野 2012）。 



しかし、小林(2003)は，洋楽の授業への導入について、今まで英語教育界が娯楽媒体と

して扱い，本格的な授業活動として期待してこなかったことを指摘している。さらに，角

山（2001）は，「英語の教材としての価値は教師の間で十分理解されているとは言い難

い」と懸念し、洋楽は「Authenticな言語教材として，通常の教材に劣らない」こと，更

に言語教材として「それ以上の効果を上げる可能性を秘めている」と洋楽を教材としての

価値に期待している（角山 2001）。 

以上の懸念と期待に触発され、本発表では、実際に筆者が行ってきた実践例を紹介しつ

つ、洋楽をいかにレクリエーション的要素の強い「投げ込み教材」から抜けさせ、効果的

に授業に採り入れていけるかという可能性を探る。2020年度は対面授業ではなく、オンラ

イン授業を行ったが、どのようなツールを使い授業を展開したのかその一例を紹介する。 

 

流暢歌唱へ誘導するカナルビとカラオケ利用（湯舟英一） 
思春期以降の大多数の英語学習者には，聞いた音声を繰り返す際に，正しい発音に誘導

するための視覚的補助があると便利である。そこで、日本人に馴染みのあるカタカナを用

いた発音表記の取り組みも多く行われているが，日本語にない音素を再現させるためにカ

タカナの中に平仮名や文字以外の記号を使用するなど，発音実行可能性，即効性，視認

性，親和性等において問題点も多かった。 
そこで、発表者は「単語発音」と典型的な音声変化を含む「チャンクの発音」を実現で

きるよう視認性を改善したカタカナ表記を開発し、HOYA サービスの GlobalVoiceCALL 
2 の自動音声認識・評価システムを用いた実験（湯舟他 2015）や（株）English Central 
のウェブ上で音読実験を行い、同社の音声認識評価とTESOL 資格を持った６人の音声英

語母語話者による評価比較実験（湯舟他 2017）を行った。その結果、「カタカナは単語

の発音よりも、自然な音声変化が実現されたチャンクの発音に誘導する効果がある」とい

うことが分かり、また上記のカナルビによる発音評価が、従来のカラオケソフトで使われ

ている単語別のカナルビ方式に比べて流暢性など多くの発音評価項目が有意に上回った。 
次に発表者は、上記の成果を英語のカラオケ・テロップに応用し、（株）第一興商の洋

楽カラオケソフトに新しいカナルビを導入する取り組み「 Nipponglish プロジェクト」

を始めた。カラオケは歌に合わせてテロップ（字幕）の色が変わる（ワイプする）ことで, 
歌の英語リズムを視覚的に認識できる利点がある。これは, パラレルリーディングによる

音読練習を, カラオケというマルチメディアツールで支援していると見ることもできる。 
従来の英語カラオケに振られているルビは、各単語の上に文字通りのカタカナ英語であ

るが、新たに開発したカタルビでは「レリゴー」のようにチャンク単位の音声実現に近づ

け、かつ音楽の時間的尺に収まって歌唱できるようにカタカナのルビを減らした（図１、

2）。その際、3 つのトレードオフと考えられる要素、「視認性」「音再現性」「親和

性」の折り合いを着ける工夫を行った。詳細は発表時に報告したい。 
 



  
図４. 従来のカタカナ・ルビ  図５. Nipponglish カナルビ 

 
最後に、上記の新たに開発したカナルビを利用した英語カラオケ歌唱実験（湯舟他 

2020）の結果について報告するとともに、英語歌や英語カラオケを授業やカリキュラムの

一環で利用することの意義や問題点、効果的な指導法や選曲等についても議論したい。 
なお、このワークショップの内容は、言語エキスポ2020 のシンポジウム「洋楽の授業

活用―導入への可能性と実践例（中田ひとみ、藤本淳史、湯舟英一）」の内容に加筆修正

を行ったものである。 
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